
「成長へのあこがれ」が明日の北山小学校を創る！ 校長 山本 元

※学校だよりでは、主な行事のみ掲載しています。学年行事等は学年だよりでご確認ください。
※学校ホームページでも、学校の様子をお知らせしていますので、ご覧ください。

学校 HP http://www.fujinomiya-shizuoka.ed.jp/e-school/11kitayama/

例年に比べ霜の降りる日が少ないせいか、我が家の畑の作物（春菊等）も、今年

は元気に生長を続けています。ようやく、寒さが身にしみ、積雪を心配する日が出

てきて、少しほっとしているところです。そのような中、北山小学校では、ロング

休み時間や昼休みには、毎回100人を超える児童が外に出て、元気に遊んでいます。

クラスでドッジボールをしたり、学年を超えて、鬼ごっこやサッカーをしたり、

三々五々集まってブランコ等の遊具で遊んだりしています。4月から12月まで、ス

ポーツ委員さんたちが、朝遊びを企画、実施してくれたおかげで、多くの子供たち

に、外に出て、仲間と遊ぶ習慣がついたのだと思います。

また、３学期になって、６年生が下級生に「縄跳びの仕方」や「走り方」を教え

ていたり、教室の中で「掛け算の筆算」の仕方を教えたり、そういう光景を目にす

ることが多くなりました。下級生たちは、やさしく、頼りになるお兄さんお姉さん

の姿から、「自分もあんなふうになりたい！」と成長へのあこがれをもつことでし

ょう。

児童会活動・委員会活動でも、6年生の主体的に考え行動する姿が輝いていまし

た。それを支える5年生も、リーダーとフォロワーの関係を超え、かがやく北山っ

子として共に新しい価値を創造する同志となって活躍

しています。

子どもは、「遊び」や「上級生の姿」から、大人が

教えること以上のことを自ら学びとります。学校の一

番の教育力は、「成長へのあこがれ」という子どもの

心に灯された炎だと思います。今後も、「子どもは子

どもの中で学び成長する」そのような環境を整えてい

きたいと考えています。

休み時間に 1年生の子に
読み聞かせをする 6年生

今年度も２月３月を残すのみとなりました。今年度の北山小サ

ポートくらぶの活動も「読み聞かせ」「環境美化」を残すのみと

なりました。児童の登下校の「見守り」の活動につきましては引

き続きよろしくお願いいたします。



２月・３ 月の主な予定
【２月】 ４日（水） NOTV NOGAME DAY
３日（月） 朝礼 このゆびとまれ ５日（木） ｴｺｷｬｯﾌﾟの日 ひばり号
６日（木） ひばり号 ６日（金） 普４日課

１０日（月） 代表委員会 ９日（月） 普４日課
１３日（木） ｴｺｷｬｯﾌﾟの日 １０日（火） 普４日課
１７日（月） 6年生に感謝する週間ｽﾀｰﾄ １１日（水） あいさつ運動 PTA常任委員会
１９日（水） あいさつ運動 集団下校 １２日（木） 委員会活動 ｱﾙﾐ缶回収
２０日（木） NOTV NOGAME DAY ひばり号 １３日（金） 普４日課

授業参観 学校評議員会 １６日（月） 懇談会 13:30（1 ～ 3 年･支援級）14:25（4 ～ 6 年）
２１日（金） 普 5日課※ 5年生は普 6日課 普通 4 日課（1 ～ 3 年･支援級）普通 5 日課（4 ～ 6 年）
２５日（火） PTA常任委員会（拡大）19:00 １７日（火） 普４日課（本日で給食終了）
２７日（木） ｱﾙﾐ缶回収 委員会活動（4･5年） １８日（水） 特 4 日課 11:45 下校（1 ～ 3･6 年） 6 年生修了式
２８日（金） 6年生ありがとう集会 弁当持参 4･5 年は弁当持参で午後 13:00 より卒業式の準備

１９日（木） 修了式 特 2日課（１～ 3年）
【３月】 卒業式
２日（月） 朝礼 このゆびとまれ ２７日（金） 離任式 9:00

｢自然､歴史､文化､産業に恵まれた北山地区の地域素材を生
かし､子供たちの環境等への関心を高め､郷土愛や自然愛護､
生命尊重､親切･思いやりなど､豊かな心を育んでいきます」

第 22 回富士山学習Ⅱ発表
会が市民文化会館で行われま
す。今年度、本校は展示の担
当になりました。各学年ごと
に「きたやま（富士山学習）」
「魅力ある学校づくり」に関
わる内容をまとめたものを展
示します。ぜひお越し下さい。

3学期のスタート！－1月6日(月)－

（「始業式」代表のめあて発表） （「学級で」久しぶりの教室） （「清掃活動」心を込めて）
２･４･６年の代表が堂々と 冬休みの思い出を伝えま 教室や廊下をぴかぴかに
話しました した しました

自分で自分の身を守る-第3回避難訓練-１／17（金）
今年度、3 回目の避難訓練は、予告なしで行いま

した。休み時間に地震が起きたという設定なので近
くに職員がいなければ、自分で判断して、身を守ら
なくてはなりません。職員も子供たちも臨機応変の
対応が求められましたが、落ちてくるもの、倒れて
くるものから身を守ることができました。ぜひ、ご
家庭でも地震等における避難についてお話下さい。


